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開
拓
使
か
ら
払
い
下
げ
を
受
け
た

こ
う

北
海
道
炭
礦
鉄
道
に
経
営
を
引
き

継
が
れ
た
。
冬
の
間
運
休
し
て
い

た
札
幌
以
東
も
通
年
運
行
と
な
り
、

二
十
三
年
に
は
旅
客
列
車
が
一
日

二
往
復
、
石
炭
列
車
が
四
往
復
に

ま
で
増
え
て
い
る
。

白
石
に
本
格
的
な
駅
舎
が
開
業

し
た
の
は
三
十
六
年
四
月
二
十
一

日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
白
石
停

車
場
の
建
築
に
あ
た
っ
て
は
、
地

れ
ん

が

元
の
鈴
木
煉
瓦
製
造
場
社
長
の
鈴

木
豊
三
郎
が
敷
地
を
提
供
し
、
労

力
や
資
金
の
援
助
も
行
っ
た
と
い

わ
れ
る
。

函
館
本
線
と
し
て

明
治
三
十
九
年
に
北
海
道
炭
礦

鉄
道
は
政
府
に
買
収
さ
れ
国
有
鉄

道
と
な
っ
た
。
四
十
二
年
十
月
に

函
館
本
線
と
改
称
さ
れ
、
十
一
月

に
は
札
幌
・
岩
見
沢
間
の
複
線
化

工
事
が
竣
工
し
た
。

日
中
戦
争
が
始
ま
っ
た
昭
和
十

二
年
の
翌
年
か
ら
、
日
本
の
蒸
気

機
関
車
を
代
表
す
る
Ｄ
５１
形
が
函

館
本
線
に
も
登
場
し
、
活
躍
す
る
。

し
か
し
、
終
戦
間
近
に
な
っ
て
く

る
と
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
飛
行
機
に

機
関
銃
の
攻
撃
を
受
け
る
列
車
が

増
え
、
死
傷
者
も
出
て
い
る
。

戦
後
、
四
十
三
年
に
は
小
樽
・

滝
川
間
が
電
化
さ
れ
、
現
在
国
内

で
最
も
多
い
取
扱
量
（
発
着
ト
ン

数
）
を
誇
る
札
幌
貨
物
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
も
大
谷
地
に
誕
生
。
函
館
本

線
は
、
ま
さ
に
北
海
道
の
大
動
脈

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

定山渓鉄道

白石～定山渓
�

出
発
点
を
白
石
に
変
更

豊
羽
鉱
山
の
鉱
石
と
木
材
輸
送
、

そ
し
て
定
山
渓
温
泉
の
集
客
を
目

的
と
し
た
定
山
渓
鉄
道
の
工
事
が

始
ま
っ
た
の
は
、
大
正
六
年
四
月

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
工
事
に
あ

た
っ
た
定
山
渓
鉄
道
株
式
会
社
で

は
、
当
初
苗
穂
・
定
山
渓
間
の
路

線
を
申
請
し
て
い
た
。
し
か
し
、

二
年
八
月
の
豊
平
川
の
洪
水
で
堤

防
が
決
壊
し
、
鉄
道
予
定
地
が
使

え
な
く
な
り
、
橋
り
ょ
う
の
建
設

費
も
膨
大
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
、
豊
平
川
を
渡
ら
な
く
て

も
済
む
、
白
石
・
定
山
渓
間
に
変

更
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

開
業
は
七
年
十
月
十
七
日
で
、

白
石
・
定
山
渓
間
二
十
九
・
九
キ

ロ
を
約
一
時
間
三
十
分
で
結
ん
だ
。

車
両
は
国
鉄
か
ら
払
い
下
げ
の
中

古
品
を
使
っ
た
と
い
う
。

電
化
、
そ
し
て
廃
止
ま
で

昭
和
四
年
十
月
に
は
東
札
幌
・

定
山
渓
間
が
電
化
さ
れ
、
定
員
百

人
も
の
大
型
電
車
二
両
が
導
入
さ

れ
た
。
所
要
時
間
が
大
幅
に
短
縮

さ
れ
、
増
便
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

人
気
を
呼
ん
で
乗
客
が
急
増
し
た
。

ま
た
、
同
年
に
市
電
が
豊
平
駅
に

乗
り
入
れ
た
た
め
に
、
札
幌
市
内

の
乗
客
は
ほ
と
ん
ど
豊
平
駅
か
ら

乗
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

次
い
で
昭
和
六
年
七
月
に
は
後

述
す
る
北
海
道
鉄
道
の
東
札
幌
・

苗
穂
間
を
共
同
使
用
し
、
同
区
間

を
電
化
し
て
苗
穂
駅
乗
り
入
れ
を

実
現
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

白
石
・
東
札
幌
間
の
旅
客
営
業
が

十
六
年
二
月
に
廃
止
と
な
り
、
二

十
年
三
月
に
は
貨
物
営
業
も
廃
止

さ
れ
た
。
同
区
間
は
、
戦
時
特
例

に
よ
っ
て
線
路
が
撤
去
さ
れ
、
そ

の
軌
条
は
国
に
供
出
さ
れ
た
。

�
昭
和
五
年
こ
ろ
の
豊
平
川
鉄
橋
。

三
本
の
橋
が
架
け
ら
れ
て
お
り
、
左

か
ら
函
館
本
線
（
下
り
）、
同
（
上

り
）、
北
海
道
鉄
道
の
順
。
写
真
奥

が
白
石
村
で
あ
る
�

�
明
治
三
十
九
年
四
月
の
北
海
道
炭

礦
鉄
道
の
時
刻
表
（
手
宮
〜
岩
見
沢

間
）。
こ
の
半
年
後
に
国
有
鉄
道
と

な
る
�

�
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
の
定
山
渓

鉄
道
の
時
刻
表
。
開
業
当
初
の
始
発

駅
は
白
石
で
、
電
化
後
は
東
札
幌
も

加
わ
っ
た
。
苗
穂
乗
り
入
れ
が
始
ま

る
と
白
石
発
の
列
車
は
激
減
し
た
。

こ
の
時
刻
表
で
は
、
当
時
ま
だ
電
化

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
札
幌
・
苗
穂
間

を
気
動
車
が
連
結
す
る
こ
と
で
札
幌

乗
り
入
れ
を
可
能
に
し
て
い
る
。
な

お
、
こ
の
時
刻
表
に
示
さ
れ
て
い
る

以
外
に
真
駒
内
、
簾
舞
な
ど
十
四
も

の
駅
や
停
留
所
が
あ
っ
た
�


